
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
JR東労組は3月２２日、緊急再申し入れに基づく団体交渉をおこない

ました。交渉では、回答が示されて以降、中央本部に寄せられた 7,000件

を超える職場からの声を訴え、2024春闘・夏季手当回答について、強く

再考を求めてきました。しかし、会社は「最終回答である」との頑なな姿

勢を崩しませんでした。 

JR 東労組は、要求の前進は勝ち取ることはできなかったが、現場第一

としない経営姿勢にさらなる組織強化・拡大で抗し、分断を許さず「労働

者意識・組合員意識・仲間意識」を育み、安全で安心して働きやすい職場

をめざしていくことなどを確認し、苦渋の判断で妥結しました。 
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すべての単組・労連の仲間の「連帯・共闘」で、

最後までたたかい抜こう

上記のほか、 

○令和６年 4 月 1 日現在、満 55 歳以上の社員も、基本給額に対し、在級する等級により前号準じ

て計算した額を加算。 

○エルダー社員の基本賃金改定を実施し、基本賃金に6,000円を加算。 

○テンポラリースタッフの基本賃金改定を実施し、1時間当たりの賃金額に70円を加算。 


